
科目名 プログラミング演習ⅠB（Seminar in Programming ⅠB）

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数

後期 30 時間

担　当　教　員 【常勤】　教授　内田　保雄、　 講師　二木　映子

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

　システム開発の基礎となるプログラミング能力を身につけることが目的である。プログラミング言語とし
てはJava言語を用いる。
　科目の到達目標は以下の４点である。
①基本的なアルゴリズムが理解できる。
②Java言語の手続き型のプログラムをトレースできる。
③Java言語で手続き型のプログラムを記述できる。

第2学年 経営情報学科 履修 1 単位 必修 演習

到達目標
②

Java言語の手続き型の
プログラムをトレースし評
価できる。

Java言語の手続き型の
プログラムをトレースし考
察できる。

Java言語の手続き型の
プログラムをトレースし説
明できる。

Java言語の手続き型の
プログラムをトレースでき
ない。

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

２次元配列あるいは２重
ループを含む基本的なア
ルゴリズムの動作につい
て考察できる。

２次元配列あるいは２重
ループを含む基本的なア
ルゴリズムの動作が説
明できる。

１次元配列あるいは１重
ループを含む基本的なア
ルゴリズムの動作が説
明できる。

１次元配列あるいは１重
ループを含む基本的なア
ルゴリズムが説明できな
い。

到達目標
③

Java言語で手続き型の
プログラムを記述し評価
できる。

Java言語で手続き型の
プログラムを記述し考察
できる。

Java言語で手続き型の
プログラムを記述し説明
できる。

Java言語で手続き型の
プログラムを記述できな
い。

学習・教育到達目標 (B) JABEE基準１（２）

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎

総合評価割合 100

態度・志向性(人間力)
【　　】

汎用的技能
【　　】

○

総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

○



関　連　科　目　、　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 基礎情報処理論Ⅰ、基礎情報処理論Ⅱ、プログラミング論ⅠA、プログラミング演習ⅠA

教科書 「Javaバイブルシリーズ　Java入門　Java 7版」　瀬戸雅彦著　（ＳＣＣ）

補助教材等 Webで補足資料を提示する。

学　習　上　の　留　意　点

情報システム全般の知識が必要である。
重要な事項について練習問題を課す。練習問題を解くことで、自身の理解度を把握する。

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

プログラムを丸暗記するのではなく、処理の仕組みを理解することが重要である。
Java言語のリファレンスマニュアルを読み解くことが理解の手助けとなる。
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授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

ガイダンス
授業の目的と意義

・シラバスから学習の意義、授業の進め方、評価方
法を理解できる。

第１回で取り上げた内容
の復習を行ない、次の演
習に備える。

制御文（分岐と反復） ・分岐と反復を組み合わせたプログラムを作成でき
る。

第４回で取り上げた内容
の復習を行ない、次の演
習に備える。

１次元配列 ・１次元配列を用いたプログラムを作成できる。 第５回で取り上げた内容
の復習を行ない、次の演
習に備える。

制御文（複数の分岐） ・複数の制御文（複数の分岐）を組み合わせたプロ
グラムを作成できる。

第２回で取り上げた内容
の復習を行ない、次の演
習に備える。

制御文（複数の反復） ・複数の制御文（複数の反復）を組み合わせたプロ
グラムを作成できる。

第３回で取り上げた内容
の復習を行ない、次の演
習に備える。

擬似言語 ・擬似言語を記述できる。
第８回で取り上げた内容
の復習を行ない、次の演
習に備える。

ビット処理 ・ビット処理に関するプログラムを作成できる。 第９回で取り上げた内容
の復習を行ない、次の演
習に備える。

２次元配列 ・２次元配列を用いたプログラムを作成できる。 第６回で取り上げた内容
の復習を行ない、次の演
習に備える。

基本的なアルゴリズム ・並べ替えなどの基本的なアルゴリズムを用いたプ
ログラムを作成できる。

第７回で取り上げた内容
の復習を行ない、次の演
習に備える。

ファイル入出力 ・ファイル入出力に関するプログラムを作成できる。 第１２回で取り上げた内容
の復習を行ない、次の演
習に備える。

課題演習(1) ・与えられた仕様に従ってプログラムを作成でき
る。

第１３回で取り上げた内容
の復習を行ない、次の演
習に備える。

メソッド ・メソッドに関するプログラムを作成できる。 第１０回で取り上げた内容
の復習を行ない、次の演
習に備える。

ストリーム入出力 ・ストリーム入出力に関するプログラムを作成でき
る。

第１１回で取り上げた内容
の復習を行ない、次の演
習に備える。

総　授　業　時　間　数 30 時間

課題演習(2) ・与えられた仕様に従ってプログラムを作成でき
る。

第１４回で取り上げた内容
の復習を行ない、次の演
習に備える。

課題演習(3) ・作成したプログラムの内容を報告書として記述で
きる。


